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1.序章 

1-1.研究背景・目的 

近年、地域活性化に寄与する取組の一つとして「分散

型ホテル」が注目されている。「分散型ホテル」は「地域

内にフロント機能や客室棟を分散させたり、飲食提供機

能を地域の飲食店が担ったりすることで、町や村全体が 1

つの宿泊施設となって来訪客を迎える形態」1)である。代

表的な事例としてイタリアで提唱されたアルベルゴ・デ

ィフーゾ(以下、AD)がある。AD では飲食サービスを伴う

食事処、レセプション、共同スペース、喫茶やバーコー

ナーなどの施設が設けられていることが認定条件であり、

宿泊以外の機能も重要視されていることが伺える。「分散

型ホテル」が国内でも広がりを見せるなか、2017 年には

「一般社団法人日本まちやど協会」(以下、協会)が設立

し、まちを一つの宿と見立てる形態２)として「まちやど」

が定義された。協会に所属している「まちやど」の大半

が宿泊以外の機能を含み構成されていることが明らかに

されている３)。 

本研究において上記のような宿泊以外の機能のうち、

宿泊施設の経営者によって運営され、宿泊者や地域住民

などが共用で使用できる施設や設備のことを併設施設と

定義する。併設施設が「分散型ホテル」において重要視

されている一方で、「分散型ホテル」とともに運営されて

いる意図や効果は明らかにされていない。そこで本研究

では、「分散型ホテル」でも、特に国内事例が多く運営主

体が多様である「まちやど」を研究対象とし、併設施設

を設置した意図とその効果を経営者の運営意識から明ら

かにすることを目的とする。なお本研究は 2 編で構成さ

れ、本編では「まちやど」が有する併設施設の構成に加

え、宿泊形態や料金などの基本情報を整理し、それらの

関連性を考察することを目的とする。 

1-2.調査方法 

協会に加盟している 24 件(2023 年 3 月時点)の「まちや

ど」について、事業者名、エリア、コンセプト、併設施

設、宿泊形態、料金、事業開始時期、使用建物の観点か

ら調査し、表 1 にまとめた。協会 HP や各「まちやど」HP、

協会が発行する「日常」4)を始め、「まちやど」経営者へ

のインタビュー記事などを参照した。 

2.調査結果・考察 

2-1.「まちやど」の併設施設の特徴 

併設施設を設けていない「まちやど」は 3 件のみであ

り、併設施設を有する割合が高いことが確認できた(表 1)。 

併設施設のうち、飲食(13)、ラウンジ(10)、共有キッ

チン(10)、レンタル・ワークスペース(6)、展示販売(5)、

の 5 つが多くを占めた(()内の数字は「まちやど」の数を

表す)。そのうち、飲食機能を有する「まちやど」が過半

数を超え、重要視されていることが示唆される。「まちや

ど」に設けられている飲食機能は全て宿泊者以外も利用

することができ、飲食を介して地域に開く場となってい

ることが推察された。一方、リビングやキッチンなど宿

泊者のプライバシーを保つ必要がある併設施設について

は宿泊者のみが共有で使用する場合が 9 件で多かった。

ラウンジや飲食店など宿泊者以外も出入り可能な併設施

設を設けている「まちやど」が 16 件と過半数を超えるこ

とが明らかとなった。 

2-2.項目別分析と併設施設との関連性 

宿泊形態、宿泊料金、事業開始時期、使用建物と、併

設施設の関連性についてまとめ考察する。 

「まちやど」の宿泊形態は、ドミトリーと個室をもつ

ものが 9 件で最も多い。また、ドミトリーをもつ 10 件の

宿のうち 8 件(うち 1 件は不明)には宿泊者以外の人も利

用することが可能な併設施設を設けられており、地域住

民などにも開かれていることが示唆された(図 1)。また、

一棟貸切の宿には併設施設の数や種類が少なく、これは

宿泊者で共有する施設が必要ないためであると推察する。 

宿泊料金は、10,000 円以下の「まちやど」が 17 件で過

半数を占める (図 2)。加えて 10,000 円より高い「まちや

ど」には併設施設が少なく、これは宿泊料金が比較的高

価だと宿泊形態が一棟貸切などの場合が多くなるからで

あると考えられる。一方少数ではあるが、宿泊料金が比

較的高価な宿に設けられる併設施設としては、地域住民

なども利用可能なラウンジやギャラリー、飲食店が多い

傾向が見られた。事業開始時期は 2015 年と 2018 年が多

い傾向があり、これは 2015 年頃からインバウンドが増加

し始めたという社会背景と、2018 年の一定の要件を満た 
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す場合には玄関帳場を設置しないことが可能になった旅

館業法改正が影響していると考えられる(図 3)。併設施設

と事業開始時期の関連性は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 宿泊形態        図 2 宿泊料金 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 事業開始時期      図 4 使用建物 

使用建物にはビル・古民家が多くを占めているが、併

設施設との関連をみると、ビルを使用している「まちや

ど」に多くの併設施設が設けられている傾向がみられた 

(図 4)。 

3.まとめ 

本稿では「まちやど」が有する併設施設の構成に加え、 

宿泊形態や料金などの基本情報を整理し、それらの関連

性について考察した。併設施設を有する「まちやど」は 

21 件にも上り、そのうち過半数が飲食機能を有している

ことが明らかとなった。また、宿泊料金や形態、使用建

物が併設施設の構成に関係していることが示唆された。 

表１ 「まちやど」基礎情報の整理  
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